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消費者の視点から経済概念の育成をはかる小学校の経済学習 

 

１ 校種・教科・科目  小学校・社会科 

 

２ 単元名  わたしたちのくらしとまちではたらく人びと 

 

３ 学習指導要領上の位置付け （２）アおよびイ「地域に見られる生産や販売の仕

事」 

 

４ カリキュラムマップとの関連性 科学技術と社会の発展・人間と環境の調和 

 

５ 単元目標 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

〇販売の仕事は，消費者の

多様な願いを踏まえ売り

上げを高めるよう工夫し

ておこなわれていること

を理解することができる。 

〇資料から調べて分かっ

たことを，ワークシートや

白地図などにまとめるこ

とができる。 

〇消費者の願いや販売の

仕方，様々な地域や国との

関わりなどに着目して，販

売に携わる人々の様子を

とらえることができる。 

〇販売の仕事に見られる

工夫を考え，話し合ったり

キャッチコピーをつくっ

たりして表現することが

できる。 

〇地域に見られる販売の

仕事の工夫について，学習

問題の解決に向けて意欲

的に調べることができる。 

〇販売の仕事と自分たち

の生活との関わりについ

て，主体的に話し合いなが

ら考えることができる。 

 

６ 単元の特色（教材観） 

本単元は，「地域に見られる生産や販売の仕事」について学習問題を追究・解決する

活動を通して，生産の仕事が地域の人々と密接な関わりをもっていることや，販売の

仕事が消費者の多様な願いを踏まえて売り上げを高める工夫をしていることを理解す

ることをねらいとしている。ここでは，販売の仕事は消費者の多様な願いを踏まえ売

り上げを高めるよう，工夫して行われていることの理解をはかる。そのために，消費者

の願い，販売の仕方，他地域や外国との関りなどに着目して，販売に携わっている人々

の仕事の様子を捉え，それらの仕事に見られる工夫を考え，表現することが必要であ

る。そこで，本単元では，生産したものをスーパーマーケットなどで販売し，消費者の

もとに届けるという物流に着目する学習である。そして，食料品に関しては，国内の他

地域や諸外国との関わりについても調べるため，「生産の仕事」から「販売の仕事」に

学習をつなげることで，身近な地域から広い地域へと思考をつなげていくことができ

る。「販売の仕事」である小売業にはさまざまなものがあるが，本単元では，児童にと

ってなじみが深く，食料品を中心に人々の生活と強く結びつきのあるスーパーマーケ

ットを取り上げている。そこで働く人の工夫を調べ，自分たちの生活と関連させて考

えながら，絵や文章でキャッチコピーをつくることで，学習して分かったことを表現

する力を育てたいと考える。 
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本学級の児童は，１学期にまちの様子を調査して地図に表したり，生産されたものがど

のようにして家庭まで届くのかを調べたりしてきている。本学級の児童は，「生産の仕事」

の学習で，かまぼこ工場の製造工程や立地について，理由を考えながら意欲的に学習する

ことができていた。また，校区内のスーパーマーケットやコンビニエンスストアで買い物

をした経験のある児童も多い。各家庭で，家族と一緒に買い物に行ったり，一人で買い物

をしたりする経験を多くしていることが考えられる。しかし，店が工夫していることや，

食料品などの他地域とのつながりには気付いている児童は少ないので，そのことに気付く

ことのできる学習になるようにしたい。 

指導にあたっては，単元の導入で，児童が知っている様々な店を紹介し合う。その際，

スーパーマーケット以外にも様々な店があることを確認し，店に興味をもてるようにする。

そのため，児童の経験を生かしながら，店の工夫について調べたり，人々の生活を支えて

いることをとらえたりできるようにしたい。 

そして，家の人との買い物について調べることで，どの家庭もスーパーマーケットを利

用する頻度が高いことを，表にまとめて比較できるようにする。その結果から，なぜスー

パーマーケットに行く人が多いのかということや，スーパーマーケットはどのような工夫

をしているのかという視点の学習問題を設定できるようにしたい。 

次に，スーパーマーケットの絵地図から，店内の様子を知ったり工夫を見つけたりしな

がら，調べたいことを明確にして学習問題を立てる。陳列方法や価格，品質などの視点を

もって調べる学習ができるようにする。また，レジやバックヤードなどのイートインコー

ナーやサービスカウンター，トイレ，リサイクルコーナー，クリーニング店などの，スー

パーマーケットでの販売以外のことに目を向けられるよう言葉がけを行う。さらに，働く

人の服装の違いや，バックヤードや店外で働く人の様子にも着目させたい。食料品は国内

外の様々な地域から運ばれてくることもとらえられるようにする。 

最後に，なぜ多くの客がスーパーマーケットに買い物に来るのかを話し合い，キャッチ

コピーをつくる活動を通して，お客の多様な願いを踏まえていることに気付けるようにし

たい。キャッチコピーをスムーズに書くことができるよう，心に残ったことやキーワード

に赤線を引いておくことで，学習したことを見返しやすいようにしておく。全体を通して，

児童の経験を生かしながら，店の工夫について調べたり，人々の生活を支えていることを

とらえたりできるようにしたい。 

 

７ 単元計画 

次 時 項目 学習活動 

1 次 

ス ー パ ー マ ー

ケ ッ ト を 調 べ

る 課 題 を つ く

ろう。 

１ 知っている店をしょう

かいし合う ① 

買い物の経験を話し合い，地域には

様々な店があることを知る。買い物

調べカードの計画を立てる。 

２ 買い物をしている店を

調べる ① 

買い物カードの結果を表にまとめ，

その特徴を読み取る。 

２次 

ス ー パ ー マ ー

ケ ッ ト に つ い

て調べよう 

 

３ 

 

 

スーパーマーケットの

くふうを予想する ① 

スーパーマーケットの絵地図から，

考えたことや疑問に思ったことを

話し合う。 

４ 見 学 の 計 画 を 立 て る 

① 

スーパーマーケットについて知り

たいことを整理する。 
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５ 

 

店内のようすを見て調

べる  ① 

スーパーマーケットの売り場の様

子について調べる。 

６ 

 

インタビューをして調

べる  ② 

スーパーマーケットで働く人につ

いて調べる。 

７ 

 

そのほかのくふうを調

べる  ① 

スーパーマーケットの品物を売る

こと以外の取り，組みや工夫につい

て知る。 

８ 

 

品物の産地を調べよう 

① 

品物をそろえるための工夫や産地

について調べる。 

３次 

キ ャ ッ チ コ ピ

ーを作ろう 

９ 

 

スーパーマーケットの

よさを話し合う ① 

スーパーマーケットのよさについ

て話し合う。 

10 キャッチコピーをつく

ろう ② 

スーパーマーケットのよさをまと

めたキャッチコピーをつくる。 

 

８ カリキュラム・マネジメント 

(1)授業分析と結果 

 ①授業者の振り返り 

○本時では，児童が店長になって，自分のスーパーマーケットに多くの来客がある 

ように，既習事項を生かして考えるという設定が，児童の主体的な学びにつなが

った。 

○単元を通して，自分たちの生活にスーパーマーケットがなくてはならないもので

あること，価格設定の工夫，食材の選び方，陳列方法，地域との結びつきなどを知

り，毎時間分かったことを文章で表現して友達と共有することで深く学ぶことが

できた。 

②授業分析に基づいた評価 

授業者は指導にあたって，育てたい価値認識力（ものごとを評価 ・判断すると

きに基準とする時や何にどういう価値があるかという判断をする際の基準を明ら

かにし，生活の場面に生かす力）を構想して授業に臨む。そこで，授業者が子ども

に身に付けてほしい価値認識力を分析の視点として，それと子どもの発言やワー

クシート記述などの言語表現とを比較・分析を行う。本単元の価値認識として 

・スーパーマーケット ・働く人 ・工夫 ・願い ・安い ・安全な食品 

・サービス ・品揃え ・販売 等が考えられる。 

③結果 

指導計画の中に「経済」の概念を押さえておくことにより授業者自身がそれを根拠

にして授業を行った結果，子どもたちの学習結果に反映されている。このことか

ら，予め，目標や方法に位置付けておくことが明らかになった。 

(2)今後の課題 

①授業の課題 

○本時では，個の学びから全体での共有となっており，対話が多かったとは言えな

い。感染症対策を考慮しなくてよかったら，自分の考えをグループで共有し，グル

ープでまとめた考えを全体で共有できもっと学びが深まっていた。 

○児童が出したお客さんの３つの願いは，「いろいろなものを仕入れてほしい」「買
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い物をしやすくしてほしい」「環境によい店にしてほしい」とあったが，３つ目は

環境だけでなく地域との結びつきやいろいろな人への配慮についても触れなくて

はいけなかった。サービスカウンターや地域の掲示板，身体障害者用の駐車場な

ど，環境以外に大切なことが抜けている。 

○単元を通して，主体的・対話的で深い学びを意識して授業を進めたが，主体性を次

時へのつながりへと生かすことができなかった。児童が学びたいことを明確にし

て，学習をつなげていく学び方ができていたら，本時で使われたスーパーマーケ

ットの用語はもっと増えていたのではないかと考える。 

○児童の発言を制御できていなかった。本時のめあてを達成するために足りていな

い部分を深く聞き出したり，本時には必要のないことまで発言させてしまったり

していて，全体共有から考察させることができていない。 

②「経済」という視点に基づいた授業実践の授業分析の方法及び分析結果を生かした

カリキュラムづくりについて検討する。 

③小学校社会科における「経済」基本的な概念を授業実践に基づいて明らかにする。 

 

９ 本時の授業展開 第９／１０時 

(1)目標 

〇たくさんのお客さんが買いにくる理由とスーパーマーケットで働く人の工夫とを関

連づけて考え，ワークシートにまとめることができる。（思考力・判断力・表現力等） 

(2)準備 

 ・ワークシート 

(3)学習過程 

 

学習活動 

教師の働きかけと児童の反応 

 

T：教師 C：児童 

留意点（○） 

評価（◎） 

規準（◆） 

１  本時のめ

あ て を つ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T:今まで勉強してきたスーパーのことについてど

んなのがありますか。 

C1:看板で場所を示しています。 

C2:ご飯が近くにあります。 

C3:コンビニとかだったらいろんな種類がある。 

T：種類がたくさんあるっていうのはどういうこと

でしょう。 

C4:入ったらすぐに飲み物とかが入ってある。 

C5:いろんな大きさに切ってある。 

C6:いろんな産地がある。 

C7:車いすの方が通りやすいようにスロープがあ

る。 

C8:リサイクルとか環境にやさしいこと。 

C9:出来立てのものがある。 

〇これまでの

学習で調べて

きたスーパー

マーケットの

様 子 の 写 真

を，児童と確

認しながら提

示する。 

○品物の並べ

方，働く人の

様子・安全な

食品などに着

目させる。 
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２  スーパー

マ ー ケ ッ

ト が し て

い る 工 夫

について，

自 分 の 考

えをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C10:お買い得のものがいっぱいある。 

C11:サラダやドレッシングなどの一緒に使うもの

が近くにある。 

C12:おすすめ商品には黄色いシールがはってある。 

C13:お客さんがわかりやすい広い道に置く。 

C14:いろいろ種類で分けられている。 

C15:さばいたり，料理をしたりするときに清潔な服

装をしている。  

T:お客様アンケートを見たことがありますか。 

T:上の段にお客様がスーパーにしてほしいお願い

などを書き，下の段にスーパーがこんな風にして

いますよ、などの答えを書きます。 

T:じゃあ今日はみんなにも体験してもらおうかと

思っています。 

C16:ノートにかいてある。 

T:みんながお客さんならどんなスーパーがいいか

教えてくれる？ 

C17:果物が多い。 

C18:種類が多い。 

C19:買い物がすぐにしやすい。 

C20:環境に良い。 

T:自分がどんなスーパーに行きたいか正直に言っ

てくれたら良いよ。 

C21:CO2 を排出しないお肉とか。 

C22:人気の商品がいっぱいある。 

C23:いろんなところの商品が置いてある。 

C24:季節ごとに置いてあるものが違う。 

T:季節に合ったもの。 

C25:体に良い食べ物がある。 

T:食べ物とか商品に関するものを黄色，店の中の買

い物のしやすさや，環境のことは，赤い丸でかこ

みます。そして， 

①ものをどうやって仕入れるとか，買い物しやす

くするとか，環境に良いものにするには，お店は

どんな工夫をしているのでしょうか？ 

②お客さんのこの願いをかなえるためには，スー

パーはどのようにしているか。 

③店長になったつもりで，お客さんのご意見カー

ドに願いを書きましょう。食べ物で書いてみよう。 

 

◎たくさんの

お客さんが買

い物に来る理

由とスーパー

マーケットで

働く人の工夫

とを関連づけ

て 考 え て い

る。（思考力・

判断力・表現

力等） 

〇スーパーマ

ーケットで働

く人の工夫と

関連づけて考

えられるよう

に す る た め

に，お客さん

が願っている

ことを示す。 

○・ほしいも

のをそろえて

いてほしい 

・安く買い物

したい 

・安全な食品

を 買 い た い   

などに着目さ

せる。 

◎販売の仕事

と自分たちの

生活との関わ

りについて，

主体的に話し

合いながら考

えようとして

いる。（主体的

に取り組む態
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３ スーパー

マーケッ

トの工夫

について

考えたこ

とを，全

体で共有

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T:いろいろなものを多く仕入れるには，どんな工夫

しようと思っているでしょうか。 

C28:国外などのいろいろなところから仕入れたり，

状況によって多くしたりすることを変えます。 

T:人気のものを多くするということ。 

T:状況によって応じるとはどういうこと。 

C29:地震とかに役立つ日持ちしそうなものや夏に

なったら夏のものを仕入れる。 

T:買い物をしやすくするにはどうしようと思って

いるか考えてみよう。 

C30:ほかのお客さんから意見を聞いて，どうしたら

いいのか聞いてみます。 

T:環境に良い店にするにはどうすればいいのだろ

うか？ 

C31:リサイクルボックスとかを外や，中だと端に寄

せたりする。 

 

 

T:ここにみんなが出してくれたキーワードをいく

つか使って，あなたが店長ならどんなお店をつく

るのか，三つ答えてみてください。 

T:隣の人とだけどんなことを書いたのか店長さん

同士で見合ってください。 

T:一個目。いろいろなものを多く仕入れてほしい。

これ，どう答えますか。ネタが切れたら座ってく

ださい。 

C32:種類を多く作って，一番多く売れたものを売

る。 

C33:外国のものから仕入れてもらう。 

C35:新鮮なものを仕入れて，並べて，状況によって

品を変えます。 

C36:季節ごとに種類が違うものを仕入れて，新鮮な

野菜を並べます。 

C37:トラックに積む量を増やしたり，トラックの台

数を多くしたりする。 

C38:外国から日本にないものを仕入れる。 

C39:情報を集めて，お客さんに美味しいものを産地

や外国から仕入れる。 

C40:全国から牛乳や果物や野菜を並べて，好きなお

度） 

〇お客さんの

願いを知った

店がどのよう

な工夫をする

かについて考

えていくこと

を知らせ，め

あ て を つ か

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇多くのお客

さんがスーパ

ーマーケット

に買い物にく

る理由を，数

名の児童に発

言させること

で，工夫を考

える見通しを

もてるように

する。 

〇ワークシー

トに自分の考

えをまとめて

いく。 

〇理由を書き

にくい児童に

は，これまで

調べてきたこ

とを共にたし 

かめながら助

お客さんのねがいをスーパーマーケットはどのように実現させているのだろう。 
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４  本時をふ

り返る。 

店の果物を買えるようにする。 

T:買い物をしやすくしてほしい。これにどう答えま

すか？ 

C41:いろんな買いやすくしてほしい情報を集める。 

C42:道を広くして車いすの人も通れるようにする。 

C43:道を広くして障害を持っている人も買いやす

いようにする。 

C44:お米や重いものはレジ近くに置く。卵は，端っ

こに置いて買いやすくする。 

C45:見やすいところに置く。サラダだったら・・・。 

C46:いろいろな大きさに切ってあげる。 

C47:道を広くして人気の品を入口に置いたり，買い

忘れやすい品をレジに置いたりします。 

C48:人気のものは入口近くに置く。 

C49:看板の文字を光らせたり，おすすめのものの看

板を見やすくしたりする。 

T:環境。手上げた人立ってください。 

C50:リサイクルボックスを置くのと，飲み終わった

ペットボトルの容器をリサイクルボックスにつ

ぶして入れる。 

C52:太陽光発電を使う。 

C53:リサイクルボックスをつくって，いつもより多

く作る。 

C54：リサイクルをしたりする。 

C55:ゴミを捨てないようにゴミ箱を置く。 

C56:ポイ捨てをしないようにお客様に呼びかけを

する。 

C57:CO2を出さないようにする。廃棄が出ないよう 

に，消費期限が切れないようにする。 

C58:ゴミになるものは，リサイクルできるようにア

ピールする。 

 

T:まとめになりますが，いろいろなものを多く仕入

れて欲しいときは，黄色い線を引いたとこで大丈

夫かな？ 

T:何か足したいことはある？ 

T:じゃあ，買い物をしやすくするためのキーワード

は？ 

C59:重いものはレジ近くに置く。見やすいところへ

言する。 

〇班で自分の

考えを共有す

る。 

〇発表の順番

を定め，全員

の考えを班の

中で共有でき

るように助言

する。 

〇ワールドカ

フェの手法を

用いて，学級

全体で話し合

う。 

〇グループご

とに話し合っ

た内容を，元

の班で報告し

合うことで，

より多くの考

えに触れるこ

とができるよ

うにする。 
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置く。看板でわかりやすく。道を広く。障害者で

も買いやすい。 

T:最後に環境にいい店にして欲しいキーワードは

どうする？ 

C60:ポイ捨てをなくす。リサイクルボックスを増や

す。廃棄をなくす。 

T:（リサイクルボックスにアンダーラインを入れな

がら）これ，ほとんどの人が書いとったなあ。大

事そうだなあ。 

T:食べ物を捨てることを廃棄っていうんやな。それ

を無くしていこっていうことやな。 

T:今日のめあて，お客さんの願いを叶えるためにス

ーパーがどんな工夫をしているのだろうか。黄色

いキーワードを使って自分なりのまとめを書い

てみましょう。 

C61:近くに並べていて，お客さんの使いやすいスー

パーマーケットにしている。 

C62:お客さんの願いを叶えるために，道を広くした

り，環境に良いことをしたりしている。 

C63:お客さんの願いを叶えるために，新鮮なものを

増やす。 

T:ノートに貼りましょう。 

 

〇スーパーマ

ーケットの工

夫は，お客さ

んの願いと比

べてどうなっ

ているのかを

考え，本時の

ふり返りをす

る。 

〇次時の学習

では，本時で

分かったこと

をもとに，ス

ーパーマーケ

ットのキャッ

チコピーをつ

くることを知

らせ，学習の

見通しがもて

る よ う に す

る。 

 

１０ 児童の学習成果とその評価 

(1) ワークシート記述内容から見た認識の変化 

次の表は，本時の前と後で子どもたちが書いたワークシートから頻出語を抽出した

表である。授業前では，一般的なスーパーマーケットの語句が並ぶが授業後では，

自分たちが学んだ特定のスーパーマーケットに関わる語句が多く見られるように

なる。 

表 1 授業前(左)と授業後（右）の頻出後の比較 
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授業前では，「商品」「レジ」「安い」「やさい」「おすすめ」であり，授業後では「や

すい」「リサイクル」「お客」「広い」となる。このことは，授業中における児童の発言

を見ていくと，スーパーマーケットに関する単語がぐんと増えていることが考えられ

る。その出現が多い単語を上げると，仕入れる(12 回)，スーパー(10 回)，環境(10 回)，

リサイクル(9 回)，店(8 回)，願い(7 回)，種類(7 回)，買い物(7 回)，お客様(6 回)，

ボックス(6 回)，広い(6 回)である。このことは，教師の発言を受けて児童がスーパー

マーケットについて考える目安であり，お互いの議論のキーワードとなっている。し

たがって，教師は，本時の目標を達成することを意図しながら児童に対する発問を行

うことが重要であるといえる。そのために教師は，スーパーマーケットを対象とする

学習において，「店員の働く様子」「消費者の願い・希望」「流通」「生産者と消費者の関

係」など，どこに焦点を当てて学習を進めていくかを予め考えて授業のデザインを構

築することが求められる。本時の展開においては，この点について，十分に行われてい

たと考える。 

続いて，図１の「共起ネットワーク」は，学習中の発話記録から次のことがいえる。 

①「仕入れる」は，「多い」「いろいろ」につながる。 

②「リサイクル」「環境」「店」が関連している。 

③「レジ」に関連して「置く」「近く」が表れている。 

④円が大きい「する」の関連では「安い」「買い物」が表れている。 

このことから，学習前に子ども達が気付いていたこと以上に授業を通して「リサイ

クル」「お客」に関心が集まっている。さらに詳しく見ていくと，「お客」は，「願い」

や「工夫」と結び付き，その内容は，季節にあった新鮮な商品を増やしてほしいと関連

する。また，「仕入れる」は，情報をもとに外国の商品を多くの種類から集めることを

示している。さらに，児童は，買い物客がレジの近くの広い場所に商品を置いてほしい

ことや安く買い物ができることなどを望んでいることを学んだことを示している。 

図１    共起ネットワーク 
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１１ 「18 歳市民力」育成に向けての提案 

 民主主義社会においては， 個人の価値観並びに多様な価値観は尊重されるという基

本に則り授業が展開されるべきである。そして，社会的問題の課題解決にあたっては，

個人と集団の価値観がそれぞれ尊重されることで，意志決定がなされる。そのために

は，まず，授業のシステムとして，「推論及び批判的思考」による批判・調整がなされ

ることである。そして，それぞれの価値観が反映された意見交流や情報交換などのコ

ミュニケーションによる合意形成がなされることである。その結果，個人と集団の探

究と価値分析が十分になされ，結果として価値判断ができ意志決定され，社会的問題

解決に向けた提案として示される。このような，授業におけるシステムが作られるこ

とで，市民力が形成される授業が保障されると考える。 

そこで，小学校第 3 学年社会科の経済に関わる内容における市民力育成に向けた次

のような提案をしたい。 

(1) 生活科において行われた活動から地域への児童の気付きと結び付けること。 

生活科では，活動や体験から得た対象への気付きを明確にしていくことで，自分

と対象とのかかわりについて考え，対象の持つ意味や自らの成長や可能性などにつ

いて気付いていく。この気付きが，3 学年の学習において，経済的な活動が行われて

いる対象（例えばスーパーマーケット）に対して自分と関わらせて考えていくこと

ができるようになる。そして，学習を深めていく中で経済的な内容に関して，自らの

対象に対する価値判断ができるようになり意志決定につながることになる。 

(2)児童が「問題」を見つけ，互いに協働し合いながら問題解決ができる教材や方略に

よる単元展開を図る。 

  学習は，児童が主体的に対象と関わることで問題解決を図っていく。教師は，一人

ひとりの児童の問題に対するかかわりに応じた教材を用意したり、児童の問題解決

に役立つ支援をしたりしていく。その際に，児童が対象とかかわりながら，推論や批

判的な思考ができるように働きかけることを大切にした授業展開や支援を心がけて

いく。 

 以上の 2 点に配慮した単元構想のもとで授業展開を行うことが市民力育成につなが

ると考える。 
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